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研究要旨 腎機能を失ったCKDG5の患者（透析移植）のQOL向上が急務である。高齢化社会においては、一方で

透析を見あわせる決断も存在する。これら腎代替療法を受ける患者（見合わせを含めて）のQOL向上のために、

ガイド作成、周知への活動、アンケート実施を通じて、医療者の思いと患者の思いを連結する。 

Ａ．研究目的 

腎機能を失った CKDG5 の患者（透析移植）QOL

向上のために、行うべきガイド作成し、周知を

図る。 

Ｂ．研究方法 

AMED 研究から連携する高齢腎不全ガイド作成、

周知への学会・市民公開講座活動、またアンケ

ート実施を通じて、医療者の思いと患者の思い

を連結する。 

 （倫理面への配慮） 

    移植者へのアンケートにおいては、倫理承

認が必要である（実施未） 

 

Ｃ．研究結果 

高齢腎不全患者の保存的腎臓療法はAMED研究

からの継続であり、この周知を各学会（日本腎

臓学会総会、東部会：主催にてシンポジウム企

画）で図り、論文化も行った。台湾移植患者の

CKMガイドの監訳改訂版を作成し、関連学会で

配布予定。移植に関しては、腎移植内科研究会

を主催し、移植患者の診療水準の向上を図った。 

 

Ｄ．考察 

高齢腎不全患者のQOLは透析が必ずしも、その向

上に資することができない場合があり、その周

知がCKMという、キーワードで、医療者に広まっ

た。しかしSDM・ACPという流れが、本当に患者

の思いに直結できるのか、患者視点アンケート

が必要である。移植領域は、今後外科医から腎

臓内科医師が主導していく分野であり、酒井、

祖父江は、その中心的な任にある。 

 

Ｅ．結論 

日本腎臓学会東部学術集会主催（酒井）腎移植

内科研究会主催（祖父江）の 2 つの集会にて、

腎代替療法を必要とする CKDG5 の患者 QOL の向

上に貢献した。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

該当なし 
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